
 

 

 

 

 

 

V 字編隊 
雁の群れに隠された秘密 

 

（かり・がん）、グースなどと呼ばれる鳥を知っていますか？  

この写真のように、冬を越すために南に向かう雁が、Ⅴ字型の編

隊を組んで飛んでいきます。なぜでしょう？」 

なんと、「Ⅴ字編隊で飛ぶと、一羽で飛ぶよりも 7 割も遠くまで飛べる」 

そうです。  

その理由としては、前の雁が羽ばたくと、すぐ後ろの気圧が下がり上昇気

流もできて、前の雁に引っ張られ、後続の雁は楽に飛ぶことができます。 

後ろの雁は「ガーガー」鳴いて、前の雁を励まします。 

先頭の雁が疲れると、 最後尾に回って別の雁と交代します。 

Ⅴ字型の編隊から脱落しそうになっても、一羽で飛ぶと抵抗が大きいので、すぐに編隊に戻ってきます。  

群れの一羽が病気やけがで脱落すると、二羽の雁が助けるために、付き添って地上に降りてきます。この二

羽は、脱落した雁が回復するか、死ぬまで一緒にいて、その後の新しい群れに加わるか、独自の編隊を作って元

のグループに追いついていくのです。雁ってすごいですね。 

じ志をもち、同じ目標に向かって一緒に進む人がいると、信じられないくらいのパワーを発揮するの

です。 

先日の「体育大会」で、みなさんもこのことを感じたのではないでしょうか。 

「私はこの学校・学年・クラス・部活動の一員だ。みんなで頑張っていくんだ！」という思いが、自分の最高の

力を発揮させる原動力になるんだと思います。 

２学期には合唱コンクールがあります。また、他にも１年生は移動教室、２年生は職場体験、３年生は進路決定

に向けた取組があります。 

その中で、何となく群れているグループから、一人一人が個性を発揮するチームへと変身できれば、大きな

大きな成果を得ることができるはずです。 

「自分一人ではできないことが、仲間とならできる。」 

「私にはできないことが、私たち
・ ・

にはできます。」 

「自分一人で感じる感動より、仲間と一緒に感じる感動はもっと大

きい。」 

それが、学校の最大に素晴らしいところです。学校はそのような場

所です。 
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協力 
町田三中 「５つの大切」を心に 登校を楽しみにできる学校 

校長  鈴 木 英 顕 



「講演（キャリア教育）」と「走り方教室」  関根花観さん 
５月 2０日（水）、2016リオデジャネイロオリンピック陸上競技 10000m日本 

代表選手の関根花観さんをお招きして、講演とランニングの実技指導をしていただ 
きました。 
講演では、ご自身のオリンピック出場までの過程を踏まえて、三中生が中学校 

生活を過ごす上で大切にしてほしい「８つのキーワード」を話していただきました。 
 その後、走るポイントやコツを学年ごとに教えていただき、体育大会に活かす 
ことができました。   ＊このことは、6/11 付「タウンニュース」でも取り上げられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7月１０日（金）校内研修会（午前授業、給食なし） 

7月１６日（木）大掃除（午前授業、給食なし） 

7月１７日（金）終業式、安全指導、生徒会フォーラム 

7月１８日（土）夏季休業（～８月３１日） 

7月２１日（月）三者面談（～２９日） 

7月２２日（火）中学校連合音楽会 

9月 １日（火）始業式、安全指導、引き取り訓練 

三中の学校生活 

７月 のおもな予定 

TOKYO GLOBAL 
GATEWAY 

６月１７日（水）、海外に行かず

とも、留学のような環境で英語が

通じる成功体験を得て、英語を使

う楽しさや必要性を「コミュニケ

ーション 

の道具」 

として 

体感し 

てきま 

した。 

 
 
 
 
 
 

全力勝負 すべての力を出し切れ -体育大会- 
体育大会実行委員長は、「私は体育が得意でない。だからこそあえて 

委員長になって、体育が得意な仲間もそうでない仲間も一緒になって、 

精いっぱい体育大会を成功させたい」と話していたことがとても印象 

に残っています。 

わたしにはできないことが、わたしたちならできる。自分一人では 

できない。自分たちだとできる。仲間とだとできる。それが学校です。 

それが三中です。これは、「仲間を大切にする」、「全力を出し切る」に 

尽きるということだと思います。 

競技も必死。係の仕事も一生懸命。応援や声援、拍手までもが全力でした。 

１位の選手、１位のクラスだけでなくそれ以外の順位の選手やクラス、他の学年 

までにも温かい声援と拍手が途切れませんでした。 

全てに全力。それは、「仲間を大切にする」につながる行動でもありました。 

自分以外の人のために「何かをしてあげる」行動は、相手を幸せにします。 

三中生には「何かをしてあげる」を行動に移すことができる人が実に多い。 

「何かをしてあげる」と、不思議と自分も幸せを感じるのです。 

素敵な体育大会を見ることができて清々しさを感じました。 

多くの来賓並びに保護者、地域の皆様にご観覧いただきましたこと、また綱引き

にご参加いただきましたこと、心よりお礼を申し上げます。 

 

6月３０日（火）子供夢・アートアカデミー 

7月 １日（水）常任委員会 

7月 ２日（木）中央委員会、高校の先生の話を聞く会 

7月 ６日（月）生徒会朝礼 

7月 ７日（火）学校運営協議会、高校の先生の話を聞く会 

7月 ８日（水）避難訓練 

7月 ９日（木）薬物乱用防止教室 

卓球部 
第７ブロック町田地区中学校卓球選手権大会 

男子シングルス第５位 I.M.さん （都大会出場） 

バドミントン部 
第７ブロック町田市バドミントン選手権大会 

女子団体戦 第３位 

女子ダブルス I.M.さん、Y.R.さん 第２位 

A.S.さん、H.R.さん 第３位 

男子シングルス  N.Z.さん、T.A.さん ベスト８ 

空手 

第３７回極真空手道選手権福島県大会組手の部 

中学二・三年女子    準優勝  S.N.さん  

中学一年男子軽量級  第３位  S.H.さん 

バレーボール部 
第７ブロック選手権大会 

三中 2-0 多摩 和田中 

三中 2-0 稲城 二中 

三中 0-2 町田 一中 
 
 
バスケットボール部 
町田市中学校バスケットボール 

選手権大会 

三中 38-83 忠生中 


